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「まちづくりの基本��」とは、基本��で定める�策の各分野における��です。 

また、この基本��には「���成に向けた取組��」を付し、�策の�向性を定めて

います。 

 

《基本��》 

こどもや高�者、��者などを支援するとともに、地域でお�いに助け�いながら、

誰もがその人らしく、�やかに生き生きと暮ら�るまちをつくります。 

また、��生�が�やかに学�育つ教育環境を整備するとともに、一人ひとりがいつ

までも学�、����を�しめる環境を整えて、��を�りに�えるまちをつくりま

す。 

さらには、性�や出�国などに関�ら�、誰もが横芝光町の�間として共に力を��

�る環境をつくるとともに、自�会をは�め地域活動に活力がある住民主体のまちをつ

くります。 

 

《���成に向けた取組��》 

こどもや子育て家庭、高�者、��者などを地域�るみで支える環境づくりに努める

とともに、こどもや高�者、��者がその人らしく�会に��できる機会づくりなどを

進めます。また、��に対する��の高�を促しながら、����を�めた地域��体

制の確保や�会保�制�の適�な��に努めます。 

横芝光町ならではの��ある学�を�開するとともに、学�の拠点である学校の環境

整備に努め、地域との連携により��生�を育成します。また、一人ひとりの��に�

�た生�学�環境や、�化活動・����活動を��に�しめる環境づくりを進めます。 

一人ひとりの人�を尊重し、多様な人が��する�会の実�を��すとともに、�国

人も暮らしやすい地域づくりを進めます。また、自�会をは�めとする地域���� 

��や������などの���������（�定の���に基づき活動する集�）

の活動支援に努めるとともに、地域における活動の担い手の育成や、�たな活動の創出

を促します。 

  

  

まちづくりの基本目標 前期基本計画  重点戦略
１. 郷土愛を育み、相互理解のもと、誰もが自分らしく生き生きと暮らせるまち

 
 

 
 

《基本��》 

暮らしを支える都�基�を整備するとともに、�かな自�と��した快適に暮ら�る

環境を整備し、人と自�が共生する住みやすいまちをつくります。 

また、地�災�や���、�災、��や��の��などから住民を�るとともに、犯

�や交通��のない安全で安心して暮ら�るまちをつくります。 

 

《���成に向けた取組��》 

都�・交通基�の整備に努め、まちの活力と住民の利便性を向上さ�るとともに、安

全で快適な居住環境づくりを進めます。また、生活��の適�な�理、�みの��化、

自�環境の保全などに努めながら、地域を�しく保つとともに、��や海�、��・�

地を適�に�持�理します。 

一人ひとりの災�に対する��を高めながら、地域の防災力の向上を図ります。ま

た、広域的な連携のもと、�防・��体制の強化に努めるとともに、��をは�めとす

る関係機関との連携により、こどもや高�者をは�め、すべての町民を犯�や交通��

などから�る環境を整備します。 

さらに、航空機騒音対策の�進を図りつつ、成田国際空港への交通����性などに

�れた、空港と共生・共栄するまちづくりを進めます。 

 

《基本��》 

基幹産業である農業や、商工業、観光などの振興を図るとともに、企業�地の促進や

起業・創業などを促し、��を活性化して活力あるまちをつくります。 

また、生活の利便性の�充を図り、�力的な移住・定住の環境づくりや、成田国際空

港と共栄するまちづくりを進めます。 

 

《���成に向けた取組��》 

農業の担い手の育成・支援や生産基�の整備・活用などに努めながら、農産品の PR

や��の向上による活性化を図ります。 

また、情報交流拠点機能を果たす��を�効に活用しながら、観光・交流の活性化に

努めるとともに、広域交通の利便性を活かした産業�地や、起業・創業を促す環境づく

りを�進します。 

さらには、�性や若者をは�め、町�からの移住者などにとっても�力的な環境づく

りに努め、移住・定住を促します。  
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農業の担い手の育成・支援や生産基�の整備・活用などに努めながら、農産品の PR
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２. 豊かな自然と共生し、安全で安心して暮らせる住みやすいまち ３. 地域の特性を活かし、産業活力と賑わいがあるまち

 
 

 

「��実�のために」とは、この基本��で定めた「まちの�来�」などの実�に向

け、住民�加や�����、人口��対策、成田国際空港との共生・共栄など、分野横断

的に取り組む���の�向性を定めるものです。 

 

《基本��》 

住民の�加を�ながら、����を基幹とした����の確�や効�的かつ�実な�

���などを実�します。 

 

《���成に向けた取組��》 

地域��の解�に向け、����の様々な場�において住民の��的な��を�るよ

う努めます。また、����の実�や DX、民間活力の活用などを通�効�的で効果的な

�策・�業の�開に努めるとともに、�全な����を�進します。 

 

  

構想実現のために

分野を横断する戦略

成田国際空港と圏央道を活かしたまちづくり戦略

　本町にとって最も重要な分野横断的に取り組むべき戦略として、「成田国際空港と圏央道を活かしたまちづ

くり」を位置付けます。

　本町は、日本の主要な空の玄関口である成田国際空港に近接し、その更なる機能強化を機会とした地域活性

化が期待されます。また、本町は銚子連絡道路、国道126号など広域的な幹線道路により各地と結ばれている

だけでなく、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）大栄JCT ～松尾横芝IC 間の整備により、広域的な交通利便性

がますます高まるものと期待されています。

　このようなことから、成田国際空港の更なる機能強化と圏央道大栄JCT～松尾横芝 IC 間開通の効果の最大化

を図るため分野横断的な戦略に取り組みます。

分野ごとの戦略

未来を担う人を育て、一人ひとりを尊重するまちづくり戦略

　確かな学力を基礎とした能力の向上を図るとともに、学校・家庭・地域・関連機関の連携のもと地域全体で

子育てを支援し、自己肯定感を持ち続けた子どもたちを教え育てる環境の充実を図ります。また、多様性を理

解し、地域や様々なつながりを持ち、誰もが担い手となって活躍できる環境づくりに重点的に取り組んでいき

ます。

安全安心で、快適に暮らし続けられるまちづくり戦略

　防災体制の充実を図るとともに、住民による自助・共助を基礎とした地域防災力と防犯力の向上や地域にお

ける交通安全に努め、安全安心なまちづくりに取り組みます。また、銚子連絡道路横芝光IC周辺やJR横芝駅周辺、

横芝海のこどもの国跡地周辺の拠点整備により、人々が集う場づくりを進めていきます。

農業の振興と、起業や創業を促すまちづくり戦略

　農業に係る担い手対策や商工業・観光との連携、PR活動などに取り組みます。また、千葉県や横芝光町商工

会などとの連携を図りながら起業や創業を支援するとともに、雇用や就労の機会の創出に取り組んでいきます。

《成田国際空港と圏央道に期待する効果》

〇若者の定住　〇広域交通網形成による交通利便性の向上

〇成田国際空港への交通利便性の向上　〇住宅、居住地の整備

〇航空機騒音対策等による生活環境の保全　〇町農産品の流通促進

〇観光客の増加　〇地元企業の成長　〇企業進出　〇雇用の創出　

〇移住・定住の増加　〇情報発信の強化

芋掘体験

きらり若返り運動

産業まつり

梅まつり

二十歳の若者と町長の対談

交通安全教室

横芝光インターチェンジ周辺土地利用イメージ

地域福祉計画・地区懇談会 電子黒板を活用した授業風景 東陽病院 栗山川ボランティア 屋形海岸

橋梁点検 排水機場（更新後） 行政総務員連絡会研修会 デジタルツール学習講座

駅前マルシェ 移住定住プロモーションポスター

横芝光号成田便

防災訓練 津波避難タワー 救命講習

地域活動支援センター「たんぽぽ」 夏季ジュニアリーダー研修会 鬼来迎

パラカヌー体験
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都�・交通基�の整備に努め、まちの活力と住民の利便性を向上さ�るとともに、安

全で快適な居住環境づくりを進めます。また、生活��の適�な�理、�みの��化、

自�環境の保全などに努めながら、地域を�しく保つとともに、��や海�、��・�

地を適�に�持�理します。 

一人ひとりの災�に対する��を高めながら、地域の防災力の向上を図ります。ま

た、広域的な連携のもと、�防・��体制の強化に努めるとともに、��をは�めとす

る関係機関との連携により、こどもや高�者をは�め、すべての町民を犯�や交通��

などから�る環境を整備します。 

さらに、航空機騒音対策の�進を図りつつ、成田国際空港への交通����性などに

�れた、空港と共生・共栄するまちづくりを進めます。 

 

《基本��》 

基幹産業である農業や、商工業、観光などの振興を図るとともに、企業�地の促進や

起業・創業などを促し、��を活性化して活力あるまちをつくります。 

また、生活の利便性の�充を図り、�力的な移住・定住の環境づくりや、成田国際空

港と共栄するまちづくりを進めます。 

 

《���成に向けた取組��》 

農業の担い手の育成・支援や生産基�の整備・活用などに努めながら、農産品の PR

や��の向上による活性化を図ります。 

また、情報交流拠点機能を果たす��を�効に活用しながら、観光・交流の活性化に

努めるとともに、広域交通の利便性を活かした産業�地や、起業・創業を促す環境づく

りを�進します。 

さらには、�性や若者をは�め、町�からの移住者などにとっても�力的な環境づく

りに努め、移住・定住を促します。  

２. 豊かな自然と共生し、安全で安心して暮らせる住みやすいまち ３. 地域の特性を活かし、産業活力と賑わいがあるまち

 
 

 

「��実�のために」とは、この基本��で定めた「まちの�来�」などの実�に向

け、住民�加や�����、人口��対策、成田国際空港との共生・共栄など、分野横断

的に取り組む���の�向性を定めるものです。 

 

《基本��》 

住民の�加を�ながら、����を基幹とした����の確�や効�的かつ�実な�

���などを実�します。 

 

《���成に向けた取組��》 

地域��の解�に向け、����の様々な場�において住民の��的な��を�るよ

う努めます。また、����の実�や DX、民間活力の活用などを通�効�的で効果的な

�策・�業の�開に努めるとともに、�全な����を�進します。 

 

  

構想実現のために

分野を横断する戦略

成田国際空港と圏央道を活かしたまちづくり戦略

　本町にとって最も重要な分野横断的に取り組むべき戦略として、「成田国際空港と圏央道を活かしたまちづ

くり」を位置付けます。

　本町は、日本の主要な空の玄関口である成田国際空港に近接し、その更なる機能強化を機会とした地域活性

化が期待されます。また、本町は銚子連絡道路、国道126号など広域的な幹線道路により各地と結ばれている

だけでなく、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）大栄JCT ～松尾横芝IC 間の整備により、広域的な交通利便性

がますます高まるものと期待されています。

　このようなことから、成田国際空港の更なる機能強化と圏央道大栄JCT～松尾横芝 IC 間開通の効果の最大化

を図るため分野横断的な戦略に取り組みます。

分野ごとの戦略

未来を担う人を育て、一人ひとりを尊重するまちづくり戦略

　確かな学力を基礎とした能力の向上を図るとともに、学校・家庭・地域・関連機関の連携のもと地域全体で

子育てを支援し、自己肯定感を持ち続けた子どもたちを教え育てる環境の充実を図ります。また、多様性を理

解し、地域や様々なつながりを持ち、誰もが担い手となって活躍できる環境づくりに重点的に取り組んでいき

ます。

安全安心で、快適に暮らし続けられるまちづくり戦略

　防災体制の充実を図るとともに、住民による自助・共助を基礎とした地域防災力と防犯力の向上や地域にお

ける交通安全に努め、安全安心なまちづくりに取り組みます。また、銚子連絡道路横芝光IC周辺やJR横芝駅周辺、

横芝海のこどもの国跡地周辺の拠点整備により、人々が集う場づくりを進めていきます。

農業の振興と、起業や創業を促すまちづくり戦略

　農業に係る担い手対策や商工業・観光との連携、PR活動などに取り組みます。また、千葉県や横芝光町商工

会などとの連携を図りながら起業や創業を支援するとともに、雇用や就労の機会の創出に取り組んでいきます。

《成田国際空港と圏央道に期待する効果》

〇若者の定住　〇広域交通網形成による交通利便性の向上

〇成田国際空港への交通利便性の向上　〇住宅、居住地の整備

〇航空機騒音対策等による生活環境の保全　〇町農産品の流通促進

〇観光客の増加　〇地元企業の成長　〇企業進出　〇雇用の創出　

〇移住・定住の増加　〇情報発信の強化

芋掘体験

きらり若返り運動

産業まつり

梅まつり

二十歳の若者と町長の対談

交通安全教室

横芝光インターチェンジ周辺土地利用イメージ

地域福祉計画・地区懇談会 電子黒板を活用した授業風景 東陽病院 栗山川ボランティア 屋形海岸

橋梁点検 排水機場（更新後） 行政総務員連絡会研修会 デジタルツール学習講座

駅前マルシェ 移住定住プロモーションポスター

横芝光号成田便

防災訓練 津波避難タワー 救命講習

地域活動支援センター「たんぽぽ」 夏季ジュニアリーダー研修会 鬼来迎

パラカヌー体験



 
 

 

「まちづくりの基本��」とは、基本��で定める�策の各分野における��です。 

また、この基本��には「���成に向けた取組��」を付し、�策の�向性を定めて

います。 

 

《基本��》 

こどもや高�者、��者などを支援するとともに、地域でお�いに助け�いながら、

誰もがその人らしく、�やかに生き生きと暮ら�るまちをつくります。 

また、��生�が�やかに学�育つ教育環境を整備するとともに、一人ひとりがいつ

までも学�、����を�しめる環境を整えて、��を�りに�えるまちをつくりま

す。 

さらには、性�や出�国などに関�ら�、誰もが横芝光町の�間として共に力を��

�る環境をつくるとともに、自�会をは�め地域活動に活力がある住民主体のまちをつ

くります。 

 

《���成に向けた取組��》 

こどもや子育て家庭、高�者、��者などを地域�るみで支える環境づくりに努める

とともに、こどもや高�者、��者がその人らしく�会に��できる機会づくりなどを

進めます。また、��に対する��の高�を促しながら、����を�めた地域��体

制の確保や�会保�制�の適�な��に努めます。 

横芝光町ならではの��ある学�を�開するとともに、学�の拠点である学校の環境

整備に努め、地域との連携により��生�を育成します。また、一人ひとりの��に�

�た生�学�環境や、�化活動・����活動を��に�しめる環境づくりを進めます。 

一人ひとりの人�を尊重し、多様な人が��する�会の実�を��すとともに、�国

人も暮らしやすい地域づくりを進めます。また、自�会をは�めとする地域���� 

��や������などの���������（�定の���に基づき活動する集�）

の活動支援に努めるとともに、地域における活動の担い手の育成や、�たな活動の創出

を促します。 

  

  

まちづくりの基本目標 前期基本計画  重点戦略
１. 郷土愛を育み、相互理解のもと、誰もが自分らしく生き生きと暮らせるまち

 
 

 
 

《基本��》 

暮らしを支える都�基�を整備するとともに、�かな自�と��した快適に暮ら�る

環境を整備し、人と自�が共生する住みやすいまちをつくります。 

また、地�災�や���、�災、��や��の��などから住民を�るとともに、犯

�や交通��のない安全で安心して暮ら�るまちをつくります。 

 

《���成に向けた取組��》 

都�・交通基�の整備に努め、まちの活力と住民の利便性を向上さ�るとともに、安

全で快適な居住環境づくりを進めます。また、生活��の適�な�理、�みの��化、

自�環境の保全などに努めながら、地域を�しく保つとともに、��や海�、��・�

地を適�に�持�理します。 

一人ひとりの災�に対する��を高めながら、地域の防災力の向上を図ります。ま

た、広域的な連携のもと、�防・��体制の強化に努めるとともに、��をは�めとす

る関係機関との連携により、こどもや高�者をは�め、すべての町民を犯�や交通��

などから�る環境を整備します。 

さらに、航空機騒音対策の�進を図りつつ、成田国際空港への交通����性などに

�れた、空港と共生・共栄するまちづくりを進めます。 

 

《基本��》 

基幹産業である農業や、商工業、観光などの振興を図るとともに、企業�地の促進や

起業・創業などを促し、��を活性化して活力あるまちをつくります。 

また、生活の利便性の�充を図り、�力的な移住・定住の環境づくりや、成田国際空

港と共栄するまちづくりを進めます。 

 

《���成に向けた取組��》 

農業の担い手の育成・支援や生産基�の整備・活用などに努めながら、農産品の PR

や��の向上による活性化を図ります。 

また、情報交流拠点機能を果たす��を�効に活用しながら、観光・交流の活性化に

努めるとともに、広域交通の利便性を活かした産業�地や、起業・創業を促す環境づく

りを�進します。 

さらには、�性や若者をは�め、町�からの移住者などにとっても�力的な環境づく

りに努め、移住・定住を促します。  

 
 

 
 

《基本��》 

暮らしを支える都�基�を整備するとともに、�かな自�と��した快適に暮ら�る

環境を整備し、人と自�が共生する住みやすいまちをつくります。 

また、地�災�や���、�災、��や��の��などから住民を�るとともに、犯

�や交通��のない安全で安心して暮ら�るまちをつくります。 

 

《���成に向けた取組��》 

都�・交通基�の整備に努め、まちの活力と住民の利便性を向上さ�るとともに、安

全で快適な居住環境づくりを進めます。また、生活��の適�な�理、�みの��化、

自�環境の保全などに努めながら、地域を�しく保つとともに、��や海�、��・�

地を適�に�持�理します。 

一人ひとりの災�に対する��を高めながら、地域の防災力の向上を図ります。ま

た、広域的な連携のもと、�防・��体制の強化に努めるとともに、��をは�めとす

る関係機関との連携により、こどもや高�者をは�め、すべての町民を犯�や交通��

などから�る環境を整備します。 

さらに、航空機騒音対策の�進を図りつつ、成田国際空港への交通����性などに

�れた、空港と共生・共栄するまちづくりを進めます。 

 

《基本��》 

基幹産業である農業や、商工業、観光などの振興を図るとともに、企業�地の促進や

起業・創業などを促し、��を活性化して活力あるまちをつくります。 

また、生活の利便性の�充を図り、�力的な移住・定住の環境づくりや、成田国際空

港と共栄するまちづくりを進めます。 

 

《���成に向けた取組��》 

農業の担い手の育成・支援や生産基�の整備・活用などに努めながら、農産品の PR

や��の向上による活性化を図ります。 

また、情報交流拠点機能を果たす��を�効に活用しながら、観光・交流の活性化に

努めるとともに、広域交通の利便性を活かした産業�地や、起業・創業を促す環境づく

りを�進します。 
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２. 豊かな自然と共生し、安全で安心して暮らせる住みやすいまち ３. 地域の特性を活かし、産業活力と賑わいがあるまち
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　確かな学力を基礎とした能力の向上を図るとともに、学校・家庭・地域・関連機関の連携のもと地域全体で

子育てを支援し、自己肯定感を持ち続けた子どもたちを教え育てる環境の充実を図ります。また、多様性を理

解し、地域や様々なつながりを持ち、誰もが担い手となって活躍できる環境づくりに重点的に取り組んでいき
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農業の振興と、起業や創業を促すまちづくり戦略

　農業に係る担い手対策や商工業・観光との連携、PR活動などに取り組みます。また、千葉県や横芝光町商工
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〇成田国際空港への交通利便性の向上　〇住宅、居住地の整備

〇航空機騒音対策等による生活環境の保全　〇町農産品の流通促進

〇観光客の増加　〇地元企業の成長　〇企業進出　〇雇用の創出　

〇移住・定住の増加　〇情報発信の強化

芋掘体験

きらり若返り運動

産業まつり

梅まつり

二十歳の若者と町長の対談

交通安全教室

横芝光インターチェンジ周辺土地利用イメージ

地域福祉計画・地区懇談会 電子黒板を活用した授業風景 東陽病院 栗山川ボランティア 屋形海岸

橋梁点検 排水機場（更新後） 行政総務員連絡会研修会 デジタルツール学習講座

駅前マルシェ 移住定住プロモーションポスター

横芝光号成田便

防災訓練 津波避難タワー 救命講習

地域活動支援センター「たんぽぽ」 夏季ジュニアリーダー研修会 鬼来迎

パラカヌー体験



 
 

 

「まちづくりの基本��」とは、基本��で定める�策の各分野における��です。 
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こどもや高�者、��者などを支援するとともに、地域でお�いに助け�いながら、

誰もがその人らしく、�やかに生き生きと暮ら�るまちをつくります。 
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こどもや子育て家庭、高�者、��者などを地域�るみで支える環境づくりに努める

とともに、こどもや高�者、��者がその人らしく�会に��できる機会づくりなどを

進めます。また、��に対する��の高�を促しながら、����を�めた地域��体

制の確保や�会保�制�の適�な��に努めます。 

横芝光町ならではの��ある学�を�開するとともに、学�の拠点である学校の環境

整備に努め、地域との連携により��生�を育成します。また、一人ひとりの��に�

�た生�学�環境や、�化活動・����活動を��に�しめる環境づくりを進めます。 

一人ひとりの人�を尊重し、多様な人が��する�会の実�を��すとともに、�国

人も暮らしやすい地域づくりを進めます。また、自�会をは�めとする地域���� 

��や������などの���������（�定の���に基づき活動する集�）

の活動支援に努めるとともに、地域における活動の担い手の育成や、�たな活動の創出

を促します。 

  

  

まちづくりの基本目標 前期基本計画  重点戦略
１. 郷土愛を育み、相互理解のもと、誰もが自分らしく生き生きと暮らせるまち

 
 

 
 

《基本��》 

暮らしを支える都�基�を整備するとともに、�かな自�と��した快適に暮ら�る

環境を整備し、人と自�が共生する住みやすいまちをつくります。 

また、地�災�や���、�災、��や��の��などから住民を�るとともに、犯

�や交通��のない安全で安心して暮ら�るまちをつくります。 

 

《���成に向けた取組��》 

都�・交通基�の整備に努め、まちの活力と住民の利便性を向上さ�るとともに、安

全で快適な居住環境づくりを進めます。また、生活��の適�な�理、�みの��化、

自�環境の保全などに努めながら、地域を�しく保つとともに、��や海�、��・�

地を適�に�持�理します。 

一人ひとりの災�に対する��を高めながら、地域の防災力の向上を図ります。ま

た、広域的な連携のもと、�防・��体制の強化に努めるとともに、��をは�めとす

る関係機関との連携により、こどもや高�者をは�め、すべての町民を犯�や交通��

などから�る環境を整備します。 

さらに、航空機騒音対策の�進を図りつつ、成田国際空港への交通����性などに

�れた、空港と共生・共栄するまちづくりを進めます。 

 

《基本��》 

基幹産業である農業や、商工業、観光などの振興を図るとともに、企業�地の促進や

起業・創業などを促し、��を活性化して活力あるまちをつくります。 

また、生活の利便性の�充を図り、�力的な移住・定住の環境づくりや、成田国際空

港と共栄するまちづくりを進めます。 

 

《���成に向けた取組��》 

農業の担い手の育成・支援や生産基�の整備・活用などに努めながら、農産品の PR

や��の向上による活性化を図ります。 

また、情報交流拠点機能を果たす��を�効に活用しながら、観光・交流の活性化に

努めるとともに、広域交通の利便性を活かした産業�地や、起業・創業を促す環境づく

りを�進します。 

さらには、�性や若者をは�め、町�からの移住者などにとっても�力的な環境づく

りに努め、移住・定住を促します。  

 
 

 
 

《基本��》 

暮らしを支える都�基�を整備するとともに、�かな自�と��した快適に暮ら�る

環境を整備し、人と自�が共生する住みやすいまちをつくります。 

また、地�災�や���、�災、��や��の��などから住民を�るとともに、犯

�や交通��のない安全で安心して暮ら�るまちをつくります。 

 

《���成に向けた取組��》 

都�・交通基�の整備に努め、まちの活力と住民の利便性を向上さ�るとともに、安

全で快適な居住環境づくりを進めます。また、生活��の適�な�理、�みの��化、

自�環境の保全などに努めながら、地域を�しく保つとともに、��や海�、��・�

地を適�に�持�理します。 

一人ひとりの災�に対する��を高めながら、地域の防災力の向上を図ります。ま

た、広域的な連携のもと、�防・��体制の強化に努めるとともに、��をは�めとす

る関係機関との連携により、こどもや高�者をは�め、すべての町民を犯�や交通��

などから�る環境を整備します。 

さらに、航空機騒音対策の�進を図りつつ、成田国際空港への交通����性などに

�れた、空港と共生・共栄するまちづくりを進めます。 

 

《基本��》 

基幹産業である農業や、商工業、観光などの振興を図るとともに、企業�地の促進や

起業・創業などを促し、��を活性化して活力あるまちをつくります。 

また、生活の利便性の�充を図り、�力的な移住・定住の環境づくりや、成田国際空

港と共栄するまちづくりを進めます。 

 

《���成に向けた取組��》 

農業の担い手の育成・支援や生産基�の整備・活用などに努めながら、農産品の PR

や��の向上による活性化を図ります。 

また、情報交流拠点機能を果たす��を�効に活用しながら、観光・交流の活性化に

努めるとともに、広域交通の利便性を活かした産業�地や、起業・創業を促す環境づく

りを�進します。 

さらには、�性や若者をは�め、町�からの移住者などにとっても�力的な環境づく

りに努め、移住・定住を促します。  

２. 豊かな自然と共生し、安全で安心して暮らせる住みやすいまち ３. 地域の特性を活かし、産業活力と賑わいがあるまち

 
 

 

「��実�のために」とは、この基本��で定めた「まちの�来�」などの実�に向

け、住民�加や�����、人口��対策、成田国際空港との共生・共栄など、分野横断

的に取り組む���の�向性を定めるものです。 

 

《基本��》 

住民の�加を�ながら、����を基幹とした����の確�や効�的かつ�実な�

���などを実�します。 

 

《���成に向けた取組��》 

地域��の解�に向け、����の様々な場�において住民の��的な��を�るよ

う努めます。また、����の実�や DX、民間活力の活用などを通�効�的で効果的な

�策・�業の�開に努めるとともに、�全な����を�進します。 

 

  

構想実現のために

分野を横断する戦略

成田国際空港と圏央道を活かしたまちづくり戦略

　本町にとって最も重要な分野横断的に取り組むべき戦略として、「成田国際空港と圏央道を活かしたまちづ

くり」を位置付けます。

　本町は、日本の主要な空の玄関口である成田国際空港に近接し、その更なる機能強化を機会とした地域活性

化が期待されます。また、本町は銚子連絡道路、国道126号など広域的な幹線道路により各地と結ばれている

だけでなく、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）大栄JCT ～松尾横芝IC 間の整備により、広域的な交通利便性

がますます高まるものと期待されています。

　このようなことから、成田国際空港の更なる機能強化と圏央道大栄JCT～松尾横芝 IC 間開通の効果の最大化

を図るため分野横断的な戦略に取り組みます。

分野ごとの戦略

未来を担う人を育て、一人ひとりを尊重するまちづくり戦略

　確かな学力を基礎とした能力の向上を図るとともに、学校・家庭・地域・関連機関の連携のもと地域全体で

子育てを支援し、自己肯定感を持ち続けた子どもたちを教え育てる環境の充実を図ります。また、多様性を理

解し、地域や様々なつながりを持ち、誰もが担い手となって活躍できる環境づくりに重点的に取り組んでいき

ます。

安全安心で、快適に暮らし続けられるまちづくり戦略

　防災体制の充実を図るとともに、住民による自助・共助を基礎とした地域防災力と防犯力の向上や地域にお

ける交通安全に努め、安全安心なまちづくりに取り組みます。また、銚子連絡道路横芝光IC周辺やJR横芝駅周辺、

横芝海のこどもの国跡地周辺の拠点整備により、人々が集う場づくりを進めていきます。

農業の振興と、起業や創業を促すまちづくり戦略

　農業に係る担い手対策や商工業・観光との連携、PR活動などに取り組みます。また、千葉県や横芝光町商工

会などとの連携を図りながら起業や創業を支援するとともに、雇用や就労の機会の創出に取り組んでいきます。

《成田国際空港と圏央道に期待する効果》

〇若者の定住　〇広域交通網形成による交通利便性の向上

〇成田国際空港への交通利便性の向上　〇住宅、居住地の整備

〇航空機騒音対策等による生活環境の保全　〇町農産品の流通促進

〇観光客の増加　〇地元企業の成長　〇企業進出　〇雇用の創出　

〇移住・定住の増加　〇情報発信の強化

芋掘体験

きらり若返り運動

産業まつり

梅まつり

二十歳の若者と町長の対談

交通安全教室

横芝光インターチェンジ周辺土地利用イメージ

地域福祉計画・地区懇談会 電子黒板を活用した授業風景 東陽病院 栗山川ボランティア 屋形海岸

橋梁点検 排水機場（更新後） 行政総務員連絡会研修会 デジタルツール学習講座

駅前マルシェ 移住定住プロモーションポスター

横芝光号成田便

防災訓練 津波避難タワー 救命講習

地域活動支援センター「たんぽぽ」 夏季ジュニアリーダー研修会 鬼来迎

パラカヌー体験
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